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樟 腦 の 蒸 氣 壓 測 定 像 報)

吉 本 晴 一
エラ

樟 腦 の蒸 氣 壓 は 氈 にW・Remsay,tUlentE・Van動ne其 他數 名 の入 運

に ょ りて測 定 せ られ て ゐ る.彼 等 は沸 黠 の 渕 定 に よる方 法 或 は常 定

.'㌦ の 瓦 斯無 流 を通 す る蒸 湿 法 を 用 ひナニの で あ るか著 者 は 是等 の方 法 と

全 く異 つ 九蒸 氣 壓 直 接 測 定 方 法 に よつ 九 の で あ る。 即 嬢 條 墜力 指 示

計 及 示 差 歴 力 計 を 用 ひ壓 力計 の指 針 をOpticalsystenlに よ り約10米 の

遑 方 に投 影 しτ 其 感 度 を擴 大 せ しめ可 な り精 密 な る測 定 を 爲 す夲 を

得 九 の で あ る。

儿 そ蒸 気 壓測 定 に於 て 最 も油意 す べ きは 用 ふ る試.料 の純 檸 度 で あ

るが 樟 腦 の 如 き有 機 物 の 化 學 的精 製は 頗 る困難 に して 著 者 は あ る事

情 の もとに急 ぎ本 實 驗 に 着手 し全 く普 邇 の 方 法 に よ り試 料 の 精 製 を

行 つ 九の で あ る。 即 著者 の 用 ひ た る試 料 は盗 灣産 樟 腦 に して これ を

一度 純 粹 のBenzeneに 溶 か し杯 結 品 せ しめ速 に此 結 晶 を 母液 か ら分

離 しt:る 後 數 回.昇華 法 を 繰 返 して 得 完 る結 晶 を約1ケ 月聞 五 酸 化燐

の乾燥 無 中 に貯 蔵 い この で あ る。 斯模 に して 得 五 る試 料 の 融 解 點 及

speci丘crotatorypowerを 測 定 せ る1こi次の.數値 を得f:。

融解 點.177.7℃
の

これ はHallerの 測 定 せ る178・ ・℃ と略 一 致 す る。

券本 實瞼 は 昭和 二年 三 刀 に絡 つ て共 の大 要 を同年 四 月のux:化 畢 曾席 上 で級 告 し た もの で あ

るが1昌∫ほ試 醤 の注 窟 せ る糟 製法 に よれ,る もの に就 て本 實験 を繰 り返 し且 っ 本 費驗 に開 連 し

た る檸 腐 覈 澄 蓬度 等 の研 究 津續 行 す る環 定 で あつ た虚 著 者 は 今 に至 う迄 其の機 會 を得 な か

っ た。然 るに樟腦 蒸 顧 に就 て各 方 面 よ り問 ひ合 せ を受 メ る に ょ り。 こ 丶に琅 報 と して.

署者 の精 製 した る試 料 の 範園 に於 けLlf驗 値 を糞 褒 すLこ とに した。i',;ほ群 細 な る研 究 せ

京 都 帝団 大 學 物理 化 學 研史 蜜 に於 て他 の機 會 に纏 行 せ らる 、.豫定で あ るり.
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久Benzeneの 溶 液 に っ い て 測 定 せ るspeeifierotaterypowerは

P・・2・21のus一 〔鴫 一41鐙

P-21・35のP$〔aP.一9.ocr

t)「 め

で これ をWinther及Rirnbaehの 値 と比 較 す れ ば

ロ

P=3・14の 時 〔蟷 冨39・9〔尸

P・・2L91鱒 〔噫 一鋭 げ

と可 な り一 致 せ る を見 る。 但 しpは 溶 媒100瓦 中 に存 在 す る溶質 の
ゆ

瓦 量 を 表 す。

以 上 の 廻 轉 角 度 は 何 れ も右 廻 しで あ る。
ハ

實驗 装 置は 本 誌 第 一 卷 に堀 揚教授 が 解 訛 され 九 硝子 製 歴力 指 示 計

と水 銀 示 差 壓 力 計 とを用 ゐて 蒸 氣 壓 を 測 定 し?㍉ 『この装 置 の 敏 感 度

は5/1000mm以 上 で 壓 力 の 讀 み1ま11000mmaで 取 つ ナ・.但 し水 銀 面

の差 約10mmに なT,p.iは 水 銀 示 差 壓力 計 を 用 ひす して普 通 の水 銀 壓

力 計 に よつ た。 但 し其 の 測 定 値は0'一SOｰG迄 は試 料 を 一 定 の 温 度 に

保 つ こ と約10分 其 れ 以 上 の 温 度 に 於 τ は約3分 間 一 定 の温 度 に保 ち

1)7sie.phyxik.Che【,,..60,b71(1107》

2)7Lid,9,701(1909)

3)本 誌.1.269(192')

曇 伺 數積 の 皐 色 光線 に よ り2僻Cr於 け.る1x63の 暁nzene瀞 液 のrota[ocppowerを

長 さ 烈)糎 の 智「を用 ひ て測 定 せ るに女 の如 くなgた ⊃

電 珪 に 赤 色のFiltuを 施 ぜ る もの9・4ア

水 銀 の319pｵ(σ 皿㎎e)L'.{即

"5Nｵｵ(9㎜)珪7(尸

"4轟6μ μ(blue)36・4舮

"媽 澤(vi(臨)49.7。

以上 の廻 牌 角度 は 何れ も痘 廻 しで あ る。
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亭 衡 に逑 せ る 後 壓力 を 觀 測 した の で あ る。 實 驗 結 果 は 次 の 第 一 表 に

示 さ る。 但 し此 値 は(rcのP.iに 於 け る 水銀 柱 の壓 力 に改 算 せ る もの

で あ る。

第 一 表

temperature
Vapotypra>suroi'muun tmnpernture

"
ajn
.竃upre,町e
ln置 皿1

00.17896.018.05

60.211100.02【.1

9。60、225111。033.8

15.80.252120.047.6

2α50275130.07旦.2

29凾8.0,44414α5104.5

40.0.0 .8正0150.0147A

50661.458】60.0208.4

55・0
.2.036165・0248.5

[9,82.800171.7298.0
　

70.0.4.770181.2405.0

7「薑L65.g93185.0443.7

80.0 .7.910118&849?.7

84.09.702120α06b5.4

90.012.98
旨

第 一 表 に 示 され?二 る 數 仙 に よ りClapeyron-Clauslugの 式

Ll
'1・Pv一'RT9+1

を 用 ひ 昇 華 熱 蒸 發 熱 及 融 解 熱 を 計 算 す る と次 の 如 く な る。

昇 華 熱L,=・12.OCa1

蒸 發 熱 ・L4=10.7Car

別1、 。ernstの 。 岬'2.0-10.7=1.3Cal

帥 一 遜 ・・灘 一章.・
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を 適 爪 す ろ 虹 めc.80;111ｰ,1GO'の 三 點.を 撰.ら ぴ λo,｣,工%dる 三 つ の 恒

L

Ao=13=12
,

a=0.01L

I=&5?3

上 の 三 恒 數 を用 ひmに 蒸 氣 屡 々計 算 せ る値 は 第 二 表 の 第 六欄 に 示

す 如 く可 な り麺コ以せ る値 を 得 ら る.

第 二 蓑

固 扣
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液 粗

CIp(dtmJ(Tlogpll'1d.SGIP(calaLrC.)p(cnlalwK.1
isi

185.O

lass

200.0

0.53390

0.5&33ｰ_

α64829

0.E6?a"9

一1.19.1

-10ア .0

-86 .9

-30.1

2腸5

2347
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0.δ8δ89
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O.oｰ881

0.5SSO3
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Clapeyron・Clausiu3の 式1よii方 程 式 な る を 以 て 縫 軸 にTlup.軸 にT'

;を と り 對 数 曲 線 を 聲 くP舮`よ 全 く直 線 に な る べ き な れ ど.も 實 際 に 方冬"匸

低 温 に な る に し九 が び 幾 介taiす る を 見 る。 こ れ はClapepron-Clansius

の 式 予二るや 物 質 の 潜 熱 を 一 つ の 恒 數 と見 做 し且 つ 蒸 氣 を 完 全 氣 艘 の

法 則 に した が ふ もの と假 定 して 誘 導 せ る に 基 囚 す る。.

本 研 究 な 指 導 せ ら3i4二 る 掘 揚 数 投 に 感 謝 の 意 を9。

昭 和 三 年 二 月1
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